
�

英
霊
の
遺
徳
を
偲
ぶ

靖
國
神
社
の
本
質
語
る

　
柔
道
部
・
陸
上
競
技
部
・

硬
式
野
球
部
が
地
方
大
会
を

制
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
を

果
た
し
た
▼
中
で
も
硬
式
野

球
部
に
つ
い
て
は
多
く
の
館

友（
卒
業
生
）か
ら
も
応
援
の

声
が
届
き
、
野
球
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
た
▼
日
本
の
野

球
の
歴
史
は
学
生
野
球
の
発

展
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
よ

う
だ
。
明
治
五
年
に
現
在
の

東
京
大
学
へ
伝
え
た
の
は
ア

メ
リ
カ
人
教
師
ホ
ー
レ
ス
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
で
、早
稲
田
、慶

應
義
塾
、明
治
へ
と
広
が
り
、

昭
和
二
十
七
年
か
ら
は
大
学

野
球
連
盟
の
全
国
大
会
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う（『
日
本
大
百
科
全
書
』）▼

当
初
は「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に

「
野
球
」と
い
う
訳
語
を
与
え

た
の
は
正
岡
子
規
だ
と
い
う

話
が
あ
る
。
子
規
の
幼
名
は

「
升（
の
ぼ
る
）」
で
、こ
れ
を

も
じ
っ
て「
の（
野
）」「
ボ
ー

ル（
球
）」
と
名
付
け
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
▼
こ
の
話
、

真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な

い
が
、そ
れ
ほ
ど
、子
規
の
名

は
世
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た

わ
け
だ
ろ
う
。
慣
れ
親
し
ん

だ
も
の
ほ
ど
、
そ
の
起
源
は

名
の
知
ら
れ
た
人
に
仮
託
さ

れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
▼
平

成
三
十
二
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

三
十
三
年
に
三
重
県
で
の
国

体
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
続

く
。
本
学
園
の
学
生
生
徒
諸

君
の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

　秋
来き

ぬ
と

目
に
は
さ
や
か
に

見
え
ね
ど
も

風
の
音
に
ぞ

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

　
藤
原
敏
行

❖
歌
ご
よ
み
❖

戦
後
七
十
年
館
友
戦
歿
者
慰
霊
祭
を
斎
行

　
七
月
二
日
、
記
念
講
堂
で
「
戦
後
七
十
年
館
友
戦
歿

者
慰
霊
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
慰
霊
祭
に
は
遺

族
、
館
友
役
員
、
理
事
長
、
学
長
、
教
職
員
、
学
生
ら

九
百
名
以
上
が
参
列
。
学
徒
出
陣
し
戦
死
し
た
学
生
と

館
友（
卒
業
生
）戦
歿
者
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭

和
十
八
年
、
神
宮
皇
學
館
に

在
籍
し
て
い
た
三
六
五
名
の

う
ち
一
五
一
名
が
学
徒
出
陣

し
、二
十
三
名
が
戦
死
し
た
。

特
攻
隊
員
も
い
た
と
い
う
。

本
学
で
は
戦
後
五
十
年
、
六

十
年
の
節
目
に
学
徒
を
対
象

に
慰
霊
祭
を
行
っ
て
き
た

が
、
七
十
年
と
な
る
今
回
は

館
友
戦
歿
者
も
含
め
た
慰
霊

祭
と
な
っ
た
。

　
祭
典
に
は
、
靖
國
神
社
の

德
川
康
久
宮
司
よ
り
慰
霊
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
、
同
神
社

の
前
権
宮
司
・
山
口
建
史
氏

　
慰
霊
祭
の
後
、
山
口
常
務

理
事
よ
り
「
靖
國
神
社
の
本

質
」
と
題
し
た
講
話
が
行
わ

れ
た
。
氏
は
、
冒
頭
で
靖
國

神
社
を
取
り
巻
く
マ
ス
コ
ミ

報
道
に
触
れ
、「
今
の
報
道
の

多
く
は
、
そ
の
起
源
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
靖
國
の
本

質
を
捉
え
て
い
な
い
。
真
の

姿
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。
続
い
て
「
靖
國
神

社
は
明
治
維
新
に
よ
る
戊
辰

戦
争
で
、
国
家
の
た
め
に
殉

じ
た
人
々
の
御
霊
を
祀
る
神

社
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が

は
じ
ま
り
」
と
神
社
の
起
源

に
つ
い
て
解
説
。
さ
ら
に
、

公
に
功
績
を
遺
し
た
人
々
の

御
霊
を
慰
霊
・
顕
彰
す
る
の

は
日
本
古
来
の
文
化
で
あ
る

こ
と
に
言
及
し
、
明
治
天
皇

の
勅
令
の
み
で
い
き
な
り
建

て
た
の
で
は
な
く
、
民
意
と

し
て
の
慰
霊
の
思
い
を
国
家

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
と
説

明
。
そ
し
て
、
英
霊
を
祀
る

基
準
は
「
国
難
に
際
し
て
、

尊
い
命
を
国
家
に
捧
げ
ら
れ

た
一
点
に
あ
る
」
と
強
く
訴

え
た
。
ま
た
、「
国
家
が
戦
地

へ
赴
く
人
に
対
し
、
戦
死
し

た
と
き
に
靖
國
神
社
へ
御
霊

と
し
て
祀
る
こ
と
を
約
束
し

た
」
と
話
し
、
神
社
の
存
在

が
出
征
し
た
人
や
遺
族
の
精

神
的
な
支
柱
と
な
っ
て
き
た

こ
と
を
語
っ
た
。
講
話
で
は

所
謂
Ａ
級
戦
犯
が
祀
ら
れ
た

経
緯
、
戦
後
の
靖
國
神
社
な

ど
に
も
話
題
が
及
び
、
前
権

宮
司
な
ら
で
は
の
詳
し
く
分

か
り
や
す
い
話
に
参
列
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　
神
道
学
科
三
年
の
日
江
井

雄
大
君
は
「
戦
歿
者
の
方
々

が
国
家
の
た
め
に
戦
わ
れ
た

と
い
う
話
が
印
象
に
残
っ

た
。
今
ま
で
の
認
識
の
浅
さ

を
感
じ
た
」
と
話
し
た
。
教

育
学
科
一
年
の
村
田
真
菜
さ

ん
は
「
戦
争
を
知
る
人
が
高

齢
化
し
、
伝
え
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
私
た

ち
が
正
し
い
知
識
を
も
っ
て

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と

表
情
を
引
き
締
め
た
。

（
七
月
一
日
付
で
本
学
常
務

理
事
に
就
任
）が「（
日
本
の
）

繁
栄
と
平
和
国
家
と
し
て
の

歩
み
は
、
先
の
大
戦
に
お
い

て
祖
国
、
故
郷
、
家
族
を
守

る
た
め
に
一
命
を
国
家
に
捧

げ
ら
れ
た
英
霊
の
礎
の
上
に

あ
る
」
と
代
読
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
チ
ズ
ン
の
養
成
着
々

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
の
現
況

　
前
号
で
詳
報
の

通
り
、
平
成
二
十

六
年
度
に
採
択
さ

れ
た
地（
知
）の
拠

点
整
備
事
業「『
伊

勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生

学
』
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
地
域
人
材
育
成
」
は
今
年

度
に
入
り
、
講
義
科
目
の
運

用
を
始
め
た
。
履
修
登
録
を

し
た
学
生
は
九
十
六
名
と
目

標
で
あ
っ
た
一
学
年
の
一
割

に
当
た
る
七
十
名
を
上
回

り
、
構
成
は
文
学
部
が
六
五

％
、
教
育
学
部
が
九
％
、
現

代
日
本
社
会
学
部
が
二
六
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
学
修
活
動
は
各
市
町
担
当

者
に
よ
る
講
義
の
ほ
か
、
ク

イ
ズ
、
質
疑
応
答
、
レ
ポ
ー

ト
提
出
が
主
。
ク
イ
ズ
で
は

リ
モ
コ
ン
式
回
答
ツ
ー
ル
を

使
う
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
教
育
の
一
面
も
有

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の

拠
点
Ｃ
Ｌ
Ｌ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ラ
ボ
）で

の
活
動
も
始
ま
っ
て
お
り
、

志
摩
市
の
次
世
代
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
M
O
T
A
N
I
屋

や
玉
城
町
の
街
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
・
Ｔ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
な
ど
七
つ

の
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。

　
学
生
た
ち
が
自
ら
の
学
ぶ

専
門
領
域
と
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
み
と
を
結

び
つ
け
る
視
点
を
探
求
す
る

こ
と
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ

チ
ズ
ン
（
主
体
的
に
活
動
す

る
市
民
）の
養
成
を
図
る
。今

後
は
、
地
域
で
の
ア
ク
テ
ィ

ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ（
体
験
型
学

修
）を
通
じ
て
、自
ら
の
学
び

を
社
会
に
還
元
で
き
る
能
力

を
伸
長
さ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
後
遺
族
を
代
表
し
て

椿
大
神
社
の
山
本
行
恭
宮
司

が
戦
歿
者
に
向
け
て
玉
串
を

捧
げ
た
。
続
い
て
佐
古
一
洌

理
事
長
、
清
水
潔
学
長
、
館

友
会
・
学
生
の
代
表
も
戦
歿

者
を
慰
霊
し
、
平
和
へ
の
祈

り
を
捧
げ
た
。

第
１
回
皇
學
館
大
学

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
伊
勢
志
摩
で
共
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
ミ
ラ
イ
を
考
え
合
う
〜

次
世
代
を
担
う
若
者
が
、自
ら
の
将
来
を
描
く
と
き
、�

共
有
す
べ
き
地
域
の
課
題
と
は
何
な
の
か
？�

高
校
生
と
大
学
生
そ
し
て
伊
勢
志
摩
圏
域
の
若
手
職
員
が�

「
オ
ト
ナ
」に
は
な
い
感
覚
で
考
え
合
い
ま
す
。

日
　
　
時
●

９
月
４
日
�金　
13
時
30
分
〜
17
時

■Ⅰ
　

13
時
30
分
〜
　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
進
捗
状
況
説
明

■Ⅱ
　

14
時
〜
　
　
　

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

■Ⅲ
　

16
時
〜
　
　
　

活
動
紹
介（
パ
ネ
ル
交
流
会
）

場
　
　
所
●

皇
學
館
大
学 

６
号
館
２
階 

６
２
１
教
室

参
加
対
象
●
学
生
・
一
般
　
◦
参
加
費
無
料
◦
事
前
申
込
不
要

問
合
せ

皇
學
館
大
学
企
画
部
地
域
連
携
推
進
室

☎
０
５
９
６
・
２
２
・
８
６
３
５

人
材
育
成
・
地
域
活
性
で
協
力

伊
勢
商
工
会
議
所
と
連
携
協
定
締
結

　
本
学
と
伊
勢
商
工
会
議
所
は
産
業
・
観
光
・
教
育
・
文

化
等
の
分
野
で
相
互
の
機
能
向
上
、
資
源
活
用
を
図
り
地

域
の
活
性
化
と
人
材
育
成
に
貢
献
し
よ
う
と
、
連
携
協
定

を
締
結
。
六
月
三
十
日
に
伊
勢
商
工
会
議
所
に
お
い
て
調

印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
「
攻
め
の
社
会
人
養
成
講

座
」
の
開
催
を
は
じ
め
各
種

交
流
会
や
意
見
交
換
の
場
を

設
け
、
地
域
の
活
性
化
や
人

材
育
成
に
協
働
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
本
学
と
伊
勢
商
工

会
議
所
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
実
績
を
基
に
よ
り
発
展
的

な
協
力
関
係
を
め
ざ
そ
う

と
、
次
の
四
項
目
で
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。
①
地
域
産

業
の
振
興
及
び
創
出
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
・
雇
用
機
会

の
増
大
に
関
す
る
こ
と

②

皇
學
館
大
学
に
お
け
る
地
域

課
題
解
決
学
修
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
た
人
材

育
成
に
関
す
る
こ
と

③
起

業
の
促
進
、
起
業
家
の
育
成

に
関
す
る
こ
と

④
そ
の
他

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。

　
六
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た

調
印
式
で
清
水
潔
学
長
は

「
大
学
の
持
つ
資
源
を
商
工

会
議
所
の
情
報
力
を
借
り
て

地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
」

と
期
待
を
述
べ
、

上
島
憲
会
頭
は

「
サ
ミ
ッ
ト
開
催

を
控
え
た
今
、

伊
勢
志
摩
を
世

界
に
発
信
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
。

学
生
の
新
し
い

考
え
方
を
取
り

入
れ
、
地
域
の

魅
力
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
」
と
意
欲
を

み
せ
た
。

　
今
後
の
具
体
的
な
連
携
事

業
と
し
て
は
、
創
業
ス
ク
ー

ル
へ
の
参
加
や
授
業
へ
の
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
派
遣
、
伊

勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
学
生
の
市
内
企
業

見
学
会
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
元
企
業
へ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
紹

介
、
地
元
学
生
の
地
元
企
業

就
労
支
援
、
伊
勢
志
摩
地
域

の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
連

携
事
業
の
検
討
等
で
も
協
力

を
仰
ぎ
、
地
域
活
性
化
や
地

域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人

材
育
成
を
一
致
団
結
し
て
進

め
て
い
く
。

靖國神社の由緒について説く山口氏

企画を練る学生たち

調印書を手にする上島会頭（左）と清水学長

■注目記事
２面
皇學館の名、全国へ�
　 ３部が全国大会出場
３ 面
オープンキャンパス２０１５始まる
４・５ 面
特別インタビュー神宮球場へ心ひとつに
７ 面
月次祭にあわせ神宮参拝
８ 面
ベースボール型授業の指導法講習会開催
■連載
７面
卒業生奮闘中! 
大西正展氏（ダブリン日本子女補習校 校長）
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「
伊
勢
の
神
宮
か
ら
明
治
神
宮
へ
」を
合
言
葉
に

球
場
や
大
学
で
の
応
援
熱
く

宮
川
泰
夫
氏
が
名
誉
教
授
に

　
現
代
日
本
社
会
学
部
の
初
代
学
部

長
で
同
学
部
創
設
の
最
大
の
功
労
者

で
あ
る
宮
川
泰
夫
氏
に
本
学
名
誉
教

授
の
称
号
が
贈
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

　
宮
川
氏
は
平
成
二
十
一
年
四
月
に

本
学
文
学
部
特
別
招
聘
教
授
と
し
て

着
任
。
現
代
日
本
社
会
学
部
設
立
の

構
想
か
ら
携
わ
り
、
文
部
科
学
省
と

の
折
衝
を
は
じ
め
新
学
部
創
設
に
奔

走
さ
れ
た
。
翌
年
四
月
に
同
学
部
が

設
置
さ
れ
る
と
初
代
学
部
長
に
就

任
。「
天
の
時
、地
の
利
、人
の
和
を

大
切
に
し
て
、
現
代
日
本
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
」
の
育
成

に
心
血
を
注
が
れ
た
。
氏
の
教
育
方

針
の
も
と
進
め
ら
れ
た
研
究
と
人
材

育
成
の
成
果
は
め
ざ
ま
し
く
、
平
成

二
十
六
年
三
月
に
卒
業
し
た
一
期
生

か
ら
は
三
重
県
庁
二
名
を
含
む
九
名

が
公
務
員
に
合
格
。
二
期
生
も
九
名

が
公
務
員
と
な
り
、
地
域
社
会
を
担

う
人
材
の
輩
出
に
確
か
な
実
績
を
積

み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
そ
の
幅
広
い
人
脈
か
ら
財

界
、
伝
統
文
化
に
関
わ
る
多
く
の
有

識
者
を
本
学
に
招
聘
。
本
学
と
本
学

部
教
育
の
質
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

ほ
か
、
国
際
的
に
著
名
な
地
理
学
者

で
も
あ
る
氏
は
本
学
に
着
任
以
降
も

研
究
に
注
力
さ
れ
、『
文
明
と
経
済
の

相
生
』、『
文
化
の
深
化
と
地
域
の
革

新
』
を
出
版
。
研
究
者
と
し
て
も
同

学
部
を
牽
引
し
、
さ
ら
に
は
学
部
教

員
の
学
位
取
得
、
著
書
出
版
を
積
極

的
に
推
し
進
め
、
学
部
教
員
の
質
的

向
上
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
た
。
今
年

三
月
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
た
が
、
引

き
続
き
非
常
勤
講
師
と
し
て
本
学
部

の
教
育
に
情
熱
を
注
が
れ
て
い
る
。

皇學館の名、全国へ

　
森
本
進
監
督
率
い
る
硬
式

野
球
部（
部
員
八
十
八
名
）が

創
部
五
十
四
年
目
に
し
て
初

と
な
る
全
日
本
大
学
野
球
選

手
権
大
会
出
場
を
果
た
し
、

初
戦
を
突
破
し
た
。

　
全
国
初
勝
利
の
相
手
は
三

十
八
回
の
大
会
最
多
出
場
を

誇
る
福
井
工
業
大
学
。
二
年

前
に
行
わ
れ
た
練
習
試
合
で

は
〇　
二
一
と
大
敗
を
喫
し

た
相
手
で
あ
る
。
そ
の
福
井

工
大
と
大
会
二
日
目
、
六
月

九
日
に
神
宮
球
場
で
対
戦
。

エ
ー
ス・濱
岡
健
士
君（
現
代

日
本
社
会
学
科
四
年
）
が
四

安
打
無
失
点
の
好
投
で
相
手

打
線
を
抑
え
、
一　
〇
で
完

封
勝
利
し
た
。

　
本
学
は
五
回
表
、
福
岡
導

大
君（
教
育
学
科
二
年
）の
内

野
安
打
と
矢
野
英
太
郎
君

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
二
年
）
の
犠
打
で
二
死
二

塁
の
好
機
を
作
る
と
、
杉
山

由
起
君
（
現
代
日
本
社
会
学

科
三
年
）
が
左
前
に
タ
イ
ム

リ
ー
を
放
ち
先
制
。
こ
れ
が

決
勝
点
と
な
っ
た
。

　
力
投
で
勝
利
を
呼
び
込
ん

だ
濱
岡
君
は
初
回
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
ず
、
連
続

四
球
を
与
え
る
な
ど
し
て
一

死
二
、
三
塁
と
い
き
な
り
ピ

ン
チ
を
招
く
場
面
も
あ
っ

た
。
九
回
裏
、
福
井
工
大
の

攻
撃
で
は
二
死
フ
ル
カ
ウ
ン

ト
か
ら
四
球
で
出
塁
。
次
打

者
に
ヒ
ッ
ト
を
許
し
、
走
者

一
、
二
塁
の
あ
わ
や
同
点
、

逆
転
と
い
う
緊
迫
し
た
展
開

に
。
し
か
し
、
濱
岡
君
は
落

ち
着
い
た
投
球
で
最
終
打
者

を
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ナ
ー
に
打

ち
取
る
と
、
両
手
で
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
。
駆
け
寄
る
メ
ン
バ

ー
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
し

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　
翌
十
日
、
ベ
ス
ト
８
を
か

け
た
二
回
戦
で
は
昨
年
準
優

勝
の
強
豪
・
神
奈
川
大
学
と

対
戦
。
健
闘
及
ば
ず
〇　
三

で
敗
れ
た
も
の
の
、
初
め
て

出
場
し
た
全
国
大
会
で
初
戦

突
破
と
い
う
堂
々
た
る
成
績

を
残
し
、
神
宮
球
場
に
そ
の

名
を
刻
ん
だ
。

　
東
京
入
り
す
る
前
に
伊
勢

の
神
宮
を
、
初
戦
前
に
は
明

治
神
宮
を
参
拝
し
、
心
を
一

つ
に
し
て
臨
ん
だ
大
会
だ
っ

た
。
森
本
監
督
は「『
伊
勢
の

神
宮
か
ら
明
治
神
宮
へ
』
を

合
言
葉
に
や
っ
て
き
た
。
子

ど
も
た
ち
に
は
こ
こ
ま
で
連

れ
て
き
て
も
ら
っ
て
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
」
と
選
手

た
ち
の
頑
張
り
を
称
え
た
。

二
塁
を
守
り
主
将
と
し
て
チ

ー
ム
を
ま
と
め
た
天
満
敦
紀

　
記
念
講
堂
で
実
施
さ
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

に
は
本
学
学
生
、
教
職
員
の

ほ
か
一
般
市
民
な
ど
約
百
三

十
名
が
集
い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
Ｚ
Ｔ
Ｖ
伊
勢
放
送
局
の

協
力
で
設
置
さ
れ
た
大
型
ス

硬式野球部、柔道部、陸上競技部が日
頃の練習の成果を見事に発揮し、全
国大会出場という快挙を成し遂げた。

初
出
場
、初
戦
突
破
!
福
井
工
大
を
完
封

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会 

硬
式
野
球
部

ク
リ
ー
ン
で
試
合
を
見
守
っ

た
。
神
宮
球
場
に
は
伊
勢
市

の
鈴
木
健
一
市
長
も
駆
け
付

け
、
館
友
な
ど
約
百
五
十
名

が
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。
野

球
部
Ｏ
Ｂ
で
乃
木
神
社
に
奉

職
す
る
高
山
陽
充
氏
（
神
道

　
五
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海

学
生
対
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
・
男
子
十
種
で
三
位
に

入
賞
し
た
乾
颯
人
君
（
教
育

学
科
一
年
）。六
月
五
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
岐
阜
で
開
催

さ
れ
た
第
六
十
八
回
西
日
本

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会（
西
日
本
イ
ン
カ
レ
）で

は
六
六
九
四
点
の
自
己
新
記

録
を
マ
ー
ク
し
見
事
優
勝
。

西
日
本
で
最
も
権
威
の
あ
る

学
生
の
大
会
で
そ
の
実
力
を

見
せ
つ
け
た
。
陸
上
競
技
部

か
ら
も
約
三
十
名
が
出
場

し
、
過
去
に
は
何
度
か
入
賞

を
果
た
し
て
い
る
が
、
優
勝

は
初
め
て
の
快
挙
だ
。

　
そ
の
後
、七
月
四
日
、五
日

に
は
、
長
野
で
行
わ
れ
た
第

三
十
一
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
混
成
競

技
に
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
で

臨
ん
だ
も
の
の
、
大
会
前
か

ら
痛
め
て
い
た
脚
の
状
態
が

悪
化
。
優
勝
を
狙
っ
て
の
出

場
で
あ
っ
た
が
、
十
種
目
中

二
種
目
を
終
え
た
時
点
で
無

念
の
棄
権
と
な
っ
た
。
ケ
ガ

を
克
服
し
た
暁
に
は
皇
學
館

の
名
を
背
負
い
、
再
び
本
領

を
発
揮
し
て
く
れ
る
に
違
い

な
い
。

　
こ
の
度
硬
式
野
球
部
の
全
国
大
会
出
場
に
際
し
ま
し
て
、
多
く
の

皆
様
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
選
手
た
ち
は
精

一
杯
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
芳
志
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。�

学
校
法
人 

皇
學
館

　
六
月
二
十
八
日
、
二
十
九

日
に
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

た
平
成
二
十
七
年
度
全
日
本

学
生
柔
道
優
勝
大
会
に
初
の

ア
ベ
ッ
ク
出
場
を
果
た
し
た

本
学
柔
道
部
。

　
三
人
制
に
出
場
し
た
女
子

は
秋
田
大
学
と
対
戦
。
一　

二
で
敗
れ
、
初
戦
敗
退
と
涙

を
飲
ん
だ
。
男
子
は
関
西
大

学
を
三　
一
で
下
し
初
戦
を

突
破
。
次
戦
に
駒
を
進
め
た

た
も
の
の
強
豪
・
筑
波
大
学

と
当
た
り
、
〇　
七
で
二
回

戦
敗
退
と
な
っ
た
。

　
「
男
女
で
入
賞
す
る
こ
と

を
目
標
に
厳
し
い
練
習
を
重

ね
、こ
の
大
会
に
臨
ん
だ
」と

悔
し
そ
う
に
話
す
の
は
主
将

の
稲
田
達
哉
君
（
教
育
学
科

四
年
）。
そ
れ
で
も
、創
部
初

の
男
女
揃
っ
て
の
全
国
大
会

出
場
に
自
信
が
付
い
た
よ
う

で
、「
課
題
も
た
く
さ
ん
見
つ

か
り
、
収
穫
の
多
い
大
会
と

な
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
忘

れ
ず
、
さ
ら
に
精
進
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。
佐
藤

武
尊
監
督
は
「
優
勝
し
た
筑

波
大
学
と
対
戦
し
、
全
国
の

舞
台
で
上
位
を
狙
う
に
は
何

が
必
要
か
を
肌
で
感
じ
る
こ

三
団
体
が

学
長
奨
励
賞
受
賞

　
こ
の
度
、
全
国
規
模
の
大

会
に
出
場
し
た
硬
式
野
球

部
、
柔
道
部
、
陸
上
競
技
部

の
三
部
が
研
究
活
動
及
び
課

外
活
動
等
で
特
に
顕
著
な
成

績
を
挙
げ
た
団
体
ま
た
は
個

人
に
贈
ら
れ
る
「
学
長
奨
励

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
授
与
式
は
七
月
十
日
に
行

わ
れ
、
学
長
よ
り
賞
状
と
奨

励
金
の
授
与
を
受
け
た
各
団

体
の
代
表
者
ら
は
、「
今
後
の

一
層
の
活
躍
を
期
待
す
る
」

と
の
学
長
の
言
葉
に
表
情
を

引
き
締
め
、
さ
ら
な
る
高
み

を
め
ざ
し
、
今
後
も
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

君（
教
育
学
科
四
年
）は
「
投

手
を
中
心
に
全
員
で
守
り
、

チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
生
か
す

と
い
う
自
分
た
ち
の
ス
タ
イ

ル
を
貫
き
通
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
満
足
気
に
試
合
を
振

り
返
っ
た
。
粘
り
強
い
ピ
ッ

チ
ン
グ
で
大
会
特
別
賞
を
受

賞
し
た
濱
岡
君
は「
感
無
量
。

マ
ウ
ン
ド
か
ら
の
眺
め
は
爽

快
で
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

男
女
共
、来
年
に
向
け
雪
辱
誓
う

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会 

柔
道
部

男
子
十
種
・
乾
君
、無
念
の
棄
権

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
混
成
競
技 

陸
上
競
技
部

学
科
三
十
五
期
卒
）は「
粘
り

強
く
戦
う
姿
に
感
動
し
た
。

懐
か
し
い
面
々
に
会
え
た
こ

と
も
嬉
し
い
。
仕
事
を
休
ん

で
新
幹
線
で
飛
ん
で
き
た
り

大
学
グ
ッ
ズ
が
す
ぐ
売
切
れ

に
な
る
な
ど
、
皇
學
館
愛
の

強
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と

誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
学
術
研
究
事
業

神
宮
の
研
究
を
は
じ
め
、

�

長
年
の
調
査
研
究
が
結
実

　
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興

五
十
周
年
の
佳
節
に
あ
わ

せ
、
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

研
究
の
成
果
を
書
物
と
し
て

ま
と
め
る
べ
く
進
め
ら
れ
て

き
た
周
年
記
念
学
術
研
究
事

業
。
こ
の
ほ
ど
最
後
の
一
冊

が
刊
行
さ
れ
、
全
三
十
三
冊

の
学
術
書
と
し
て
結
実
し

た
。
本
学
と
精
神
的
、
学
問

的
に
縁
の
深
い
「
神
宮
」
の

研
究
を
は
じ
め
、
い
ず
れ
の

研
究
に
お
い
て
も
膨
大
な
数

の
関
係
諸
史
料
を
整
理
し
、

編
纂
し
た
他
に
類
を
見
な
い

学
術
書
群
と
し
て
高
い
評
価

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細

は
次
号
に
掲
載
す
る
。

■１
神
宮
の
総
合
的
研
究

　
「
神
宮
と
日
本
文
化
」論
文
集

　
「
大
神
宮
故
事
類
纂
総
目
録
」 「
伊
勢
神
宮
研
究
文
献
目
録
」

　
「
荒
木
田
経
雅
著
作
撰
集
」 「
久
邇
親
王
行
実
」

■２
福
祉
と
地
域
連
携
に
関
す
る
総
合
的
研
究

　
「
地
域
・
福
祉
・
文
化
」

■３
儀
式
踐
祚
大
嘗
祭
儀
の
研
究

　
「
訓
読
・
註
釈
　
儀
式
踐
祚
大
嘗
祭
儀
」

■４
續
日
本
紀
史
料
の
刊
行

　
「
續
日
本
紀
史
料
」　
全
20
巻

■５
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
の
刊
行

　
総
説
篇
／
資
料
篇（
全
３
冊
）／
年
表
篇
・
写
真
篇
／

　
正
誤
並
人
名
索
引

　
選
手
た
ち
は
六
月
十
一
日

に
凱
旋
帰
郷
。
小
雨
が
降
る

中
、
記
念
講
堂
前
で
バ
ス
か

ら
降
り
る
森
本
監
督
、
天
満

主
将
ら
メ
ン
バ
ー
を
教
職
員

や
学
生
が
拍
手
で
出
迎
え

た
。大
会
前
の
壮
行
会
で「
新

し
い
時
代
の
幕
開
け
。
日
々

積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の
成

果
を
生
か
し
、
平
常
心
で
戦

っ
て
ほ
し
い
」
と
選
手
た
ち

を
送
り
だ
し
た
清
水
潔
学
長

は
そ
の
言
葉
通
り
の
活
躍
を

見
せ
た
部
員
た
ち
を
労
い
、

健
闘
を
称
え
た
。

【
4
・
5
面
に
関
連
記
事
】

と
が
で
き
た
。男
女
共
、今
大

会
を
通
じ
て
得
た
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
稽
古
に
生
か
し
、

来
年
こ
そ
上
位
入
賞
を
め
ざ

し
た
い
」と
雪
辱
を
誓
っ
た
。

名誉教授の称号を授与された宮川氏（中央）

5回 2死 2塁、杉山君のタイムリーで2塁走者の福岡君が生還

濱
岡
君
は
特
別
賞
を
受
賞

次
鋒
戦
に
出
場
し
た
太
郎
丸
君
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経
験
豊
か
な
専
門
講
師
に
よ
る
効
率
的
な
授
業

人
事
異
動�

〔
〕内
は
旧
職

「
学
生
相
談
カ
フ
ェ
」「
な
る
に
は
塾
」が
盛
況

TOEIC対策講座が
スタート

　
企
業
の
海
外
へ
の
事
業
展

開
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
に

伴
い
、
高
い
語
学
力
を
備
え

た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
・
確
保
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
学

で
は
Ｅ
Ｃ
Ｃ
外
語
学
院
の
専

門
講
師
を
招
い
て
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
対
策
講
座
（
五
〇
〇
点

目
標
コ
ー
ス
・
二

十
コ
マ
）を
開
講
。

五
月
九
日
に
一
回

目
の
講
座
が
開
か

れ
た
。

　
受
講
者
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
二
十

五
名
が
レ
ベ
ル
チ

ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
を

受
け
、
自
身
の
英

語
力
を
確
認
。
そ

の
上
で
十
三
名

（
国
文
三
名・コ
ミ

七
名
・
教
育
二
名
・
現
日
一

名
）が
受
講
手
続
を
と
っ
た
。

　
英
語
力
向
上
を
め
ざ
し
参

加
し
た
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
二
年
の
塩
崎

幸
さ
ん
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受

験
に
向
け
て
自
分
で
ど
う
勉

強
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
、
受
講
を
決
め
た
。
講
義

は
問
題
を
解
く
の
で
は
な

く
、
実
際
に
会
話
し
た
り
ペ

ア
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
り
と
試

験
に
即
し
た
実
践
的
な
内
容

で
、
集
中
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
」
と
満
足
気
に

語
っ
た
。

　
専
門
講
師
に
よ
る
質
の
高

い
講
義
を
通
し
て
一
人
で
も

多
く
の
学
生
が
英
語
力
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催

す
る
予
定
。

書道
上小倉准教授が
文化新人賞受賞

オープンキャンパス2015
始まる

　
今
年
度
第
一
回
と
な
る
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
〈「
仕

事
」
発
見
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉
が
六
月

十
四
日
に
開
催
さ
れ
、
お
よ

そ
五
百
名
の
来
場
者
で
賑
わ

っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
田
浦
雅

徳
学
生
部
長
が
務
め
、
大
学

の
概
要
や
学
生
生
活
を
紹

介
。
本
学
を
酒
蔵
に
例
え
る

な
ど
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
語
り
に

参
加
者
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
た

の
か
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
続
い
て
文

学
部
・
教
育
学
部
・
現
代
日

本
社
会
学
部
の
学
部
長
が
各

学
科
の
特
徴
や
求
め
る
人
材

像
を
熱
く
語
り
、
午
前
の
部

は
終
了
。
参
加
者
は
昼
食
を

と
る
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
や
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
目
当
て
の
イ

ベ
ン
ト
に
向
か
っ
た
。

　
こ
の
た
び
「
平
成
二
十
六
年
度
愛
知

県
芸
術
文
化
選
奨
」
に
本
学
で
書
道
を

教
え
る
国
文
学
科　
上
小
倉
一
志
准
教

授
が
推
薦
さ
れ
、
芸
術
文
化
の
向
上
に

将
来
に
わ
た
っ
て
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
個
人
ま
た
は
団
体
に
贈
ら
れ

る
「
文
化
新
人
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
上
小
倉
先
生
が
書
に
出
会
っ
た
の
は

中
京
大
学
時
代
。
楢
本
樹
邨
氏
の
書
道

の
授
業
を
受
け
、
そ
の
字
の
強
さ
に
魅

せ
ら
れ
た
。
同
大
学
を
卒
業
後
、
筑
波

大
学
大
学
院
に
進
み
、
学
ぶ
傍
ら
書
家

（
雅
号
・
積
山
）と
し
て
活
躍
。
平
成
十

八
・
二
十
二
年
に
日
展
に
お
い
て
入
選

を
果
た
す
と
、
同
二
十
五
年
に
は
第
三

十
回
読
売
書
法
展
読
売
新
聞
社
賞
、
同

二
十
六
年
に
は
第
六
十
四
回
中
日
書
道

展
記
念
賞
、
改
組
新
第
一
回
日
展
に
入

選
す
る
な
ど
め
ざ
ま
し
い
功
績
を
挙
げ

て
い
る
。

　
後
進
の
育
成
・
指
導
に
も
優
れ
た
手

腕
を
発
揮
し
、
本
学
書
道
部
の
学
生
が

一
万
超
の
出
品
点
数
を
誇
る
「
全
日
本

高
校
・
大
学
生
書
道
展
」
で
最
高
賞
の

大
賞
を
受
賞
し
た
り
、
一
昨
年
の
読
売

書
法
展
に
お
い
て
過
去
最
多
の
七
名
が

入
選
し
た
の
は
既
報
の
通
り
。

　
「
芸
術
は
人
々
に
感
動
と
夢
を
与
え

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
大

村
知
事
の
言
葉
を
少
し
で
も
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
上
小
倉
先
生
。

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　
と
り
わ
け
盛
況
を
博
し
た

の
は
「
学
生
相
談
カ
フ
ェ
」

だ
。
六
号
館
一
階
の
ラ
ウ
ン

ジ
に
は
多
く
の
参
加
者
が
立

中
高
合
同
で
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
八
月
二

日
の
日
曜
日
、
今
年
度
一
回

目
の
「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

〜
皇
學
館
を
楽
し
も
う
〜
」

が
皇
學
館
高
校
・
中
学
校
合

同
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地

か
ら
一
三
五
〇
名
が
参
加
し

た
。

　
午
前
の
部
で
は
、
ま
ず
各

学
校
と
入
試
の
説
明
が
行
わ

　
午
後
の
部
は
、
高
校
で
は

ク
ラ
ブ
体
験
、
中
学
で
は
五

教
科
の
体
験
授
業
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
第
一
回
だ
け
の

特
別
企
画
と
し
て
皇
學
館
大

学
の
説
明
ブ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
、
内
部
進
学
に
興
味
の
あ

る
生
徒
や
保
護
者
ら
が
熱
心

に
質
問
や
相
談
を
し
て
い

た
。
津
市
か
ら
参
加
し
た
男

れ
、
学
校
説
明
で
は
中
・
高

の
校
友
会
の
生
徒
自
ら
が
学

校
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
。
続

い
て
、
中
学
校
・
合
唱
部
に

よ
る
合
唱
と
高
校
・
吹
奏
楽

部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、中・

高
に
分
か
れ
、
生
徒
の
案
内

に
よ
る
校
舎
見
学
、
学
食
体

験
が
行
わ
れ
た
。

子
中
学
生
は
「
教
師
を
め
ざ

し
て
お
り
、
大
学
進
学
に
お

け
る
支
援
体
制
が
し
っ
か
り

整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
惹
か

れ
た
」
と
語
り
、
明
和
町
の

女
子
中
学
生
は
「
少
人
数
制

の
授
業
や
、
語
学
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅

力
的
。
在
校
生
徒
が
明
る
く

ハ
キ
ハ
キ
し
て
い
て
、
自
主

性
を
も
っ
て
学
校

生
活
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
た
」
と

語
っ
た
。次
回
は
、

中
学
は
九
月
二
十

七
日
、
高
校
は
十

月
四
日
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

ち
寄
り
、
興
味
の
あ
る
学
科

の
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
授
業
の

内
容
や
留
学
制
度
、
通
学
時

間
、
施
設
に
関
し
て
等
、
相

談
し
て
い
た
。
計
十
六
名
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
も
多
彩
な
疑

問
や
質
問
に
丁
寧
に
回
答
。

利
用
者
か
ら
は
「
資
格
取
得

に
つ
い
て
よ
く
わ
か
っ
た
」

「
普
段
の
生
活
を
と
て
も
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
た
」
な
ど
、
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
教
員

や
神
職
、
保
育
士
、
学
芸
員

と
い
っ
た
職
業
に
就
き
活
躍

し
て
い
る
本
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
招
い
て

の
「
な
る
に
は
塾
」
で
も
活

発
な
質
疑
応
答
や
意
見
交
換

が
な
さ
れ
、
め
ざ
す
職
業
が

決
ま
っ
て
い
る
参
加
者
は
と

く
に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
だ
。

　

七
月
十
一
日
に
は
〈「
学

校
」
見
学
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉、翌
十
二

日
に
は〈「
学
び
」体
験
Ｄ
Ａ

Ｙ
〉
が
開
催
さ
れ
、
三
日
間

で
計
一
一
八
五
名
が
来
場
し

た
。
な
お
、
十
一
月
一
日
に

は〈「
大
学
祭
」同
時
開
催
Ｄ

Ａ
Ｙ
〉が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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研
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恵
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事
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大
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総
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幸
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部
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大
学
事
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総
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部
事
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嘱
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長
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寛
子

〔
研
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開
発
推
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セ
ン
タ
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事
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大
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学
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援
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管
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中
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多
恵
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大
学
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学
生
支
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部
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兼
務 

法
人
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部
事
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局
企
画
部
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任
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法
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記
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幸
志

法
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部
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嘱
託

 

長
谷
川
寛
子

学びを深めた
参拝見学

神道学専攻科　日 野 新太郎

　
私
た
ち
神
道
学
専
攻
科
で
は
六
月
十
三

日
・
十
四
日
の
二
日
間
、
担
任
の
木
村
徳

宏
先
生
と
石
井
世
津
子
神
職
養
成
担
当
課

員
引
率
の
下
、
京
都
の
六
社
を
参
拝
見
学

し
た
。
十
三
日
は
八
坂
神
社
・
賀か

茂も

別わ
け

雷
い
か
づ
ち

神じ
ん

社じ
ゃ

・
賀か

茂も

御み

祖お
や

神じ
ん

社じ
ゃ

に
、
十
四
日
に
は

吉
田
神
社
・
北
野
天
満
宮
・
松
尾
大
社
に

正
式
参
拝
し
た
。
今
回
の
参
拝
見
学
を
通

し
て
学
ん
だ
二
つ
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

　
一
つ
目
は
、
め
ざ
す
べ
き
神
職
の
姿
で

あ
る
。
御
由
緒
や
祭
祀
に
つ
い
て
現
任
神

職
の
方
か
ら
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
、
学
業
成
就
の
祈
願
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
際
の
神
職
の
方
の
堂
々
と
し

た
態
度
や
知
識
の
幅
広
さ
か
ら
、
神
社
の

奉
仕
へ
の
熱
意
を
感
じ
た
。
本
学
の
卒
業

生
の
方
に
も
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

将
来
の
我
々
の
姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
め
ざ
す
べ
き
神
職

の
姿
を
常
に
意
識
し
、
大
学
で
の
講
義
や

実
習
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
二
つ
目
は
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
で
あ
る
。
日
々
、
大
学
で
は
多
く
の

学
び
を
し
て
お
り
、
今
回
の
経
験
は
、
そ

れ
ら
の
学
び
を
よ
り
深
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
社
殿
建
築
や
境
内
の
雰
囲
気
、

神
社
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
も

の
は
、
そ
の
地
で
な
け
れ
ば
体
験
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
足
を
運
ん
で
み

る
と
、
写
真
や
文
章
か
ら
は
感
じ
取
れ
な

い
も
の
が
必
ず
あ
る
。
一
年
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
充
実
し
た
学
び
を
得
る

た
め
に
、
積
極
的
に
行
動
し
、
成
長
の
糧

に
し
て
い
き
た
い
。

大村秀章愛知県知事（左）と記念撮影

改
組
新
第
一
回
日
展
入
選
作
品
「
蘇
軾
誌
」

トレードマークであ
るピンク色のＴシャ
ツを着て、参加者の
相談に応じる学生ス
タッフ

現場の話が聞ける
貴重な機会となっ
た「なるには塾」

　中
学
校
で
行
わ
れ
た

数
学
の
体
験
授
業
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神宮球場へ心ひとつに

天満敦紀（てんま あつき）
教育学科 ４年。主将で二塁手。小
学３年から野球を始め、中学生の時
はクラブチームに所属。出身高校の
「いなべ総合学園」におけるレギュラ
ーとしての最高成績は東海大会ベス
ト４。今回の全国大会出場を受け、
「高校時代の恩師がとても喜んでく
れました」と語る。

本音で話しあったことで 
信頼関係が深まりました

　　辛かった時期というと？
天満●昨年の秋季リーグが下から ２番目と不甲斐
ない成績だったので、アルバイトを減らしてもっ
と練習時間を増やそうと提案したんです。僕とし
ては部をいい方向に持っていきたいがための発言
だったのですが、反発を招いてしまって……。で
も、その時にみんなで徹底的に本音で話しあった
ことで信頼関係が深まりました。それからですね、
チームが変わったのは。自分たちで決めたことは
必ず実行しようと、普段の生活においてもしっか
り挨拶する、皇學館の名に恥じない礼儀正しい振
る舞いをするといった部訓をきちんと守るように
なりました。すると段々練習時も声を大きく出す
ようになって、無駄口をきくこともなくなり、全
員が真剣に取り組むようになりました。

１分１秒を無駄にできないので、 
集中力がつきます

　　練習といえば、専用グラウンドがないことも
話題となりました。
森本●昨春改修された近隣の市営倉田山球場で平
日の夕方、 ３時間ほど練習させてもらえるように
なりました。しかし、曜日によっては授業が終わ

森本進監督　天満敦紀主将
るのが１８時過ぎになったりと、どうしても全体練
習の時間は限られるため、時間を有効に使う練習
内容を選手たちと考え、実践してきました。また、
練習の準備、グラウンド整備、後片付けも全員で
行い、練習の移動もランニングで行うなど、選手
たちが自主的に考え、 １分 １秒を無駄にしない集
中した練習を行っていると思います。
天満●グラウンドでは誰一人として遊んでいませ
んし、練習も実践的、効率的な内容でした。たと
えば、「ケースバッティング」では、「 １アウト １、
３塁、内野ゴロで １点を取る」と具体的に場面を
設定するんです。そして、バッターがボールを打
った瞬間走る、という練習を繰り返します。実際、
東海大会で同じ状況になり、 １点を取ることがで
きました。

置かれた環境で 
ベストを尽くすのが 
プロフェショナル

　　限られた環境が、むしろ工夫につながるわけ
ですね。
森本●決して恵まれているとはいえない環境で練
習してきた選手たちが神宮に行けたのは、本当に
素晴らしいこと。「置かれた環境の中でベストを尽
くすのがプロフェショナル」と私は思うんです。
まずは、今あるものの中で、精一杯努力する。試
合中なら、場面場面に応じて、常にベストな方法
を考え選択できる選手になろう。そうすれば、野
球以外の他の場面でも必ず成功する考えが生まれ
るようになると思います。社会人になった時、お
そらく全部が全部、自分が思い描いた素晴らしい
環境ではないでしょう。そうした困難に直面した
とき、この言葉を思い出し、実践してくれれば、
必ず良い方向に道は開けると信じています。

天満●この教えがあったからこそ、「投手を中心に
守りぬき、足をからめて、チャンスは必ずものに
する」という自分たちのスタイルにつながったん
だと思います。正直、スーパースターがいるわけ
でもなく、ましてやバッティングに関しては、劣
るくらいです。その中で勝つには、自分たちの野
球ができるかどうか。大舞台で粘り強さを発揮で
きたのも、普段からこのスタイルを意識して練習
や試合に取り組んできた結果だと思います。

目標を持って 
あきらめずに努力すれば、 

結果は変わってくる

　　天満君は野球部で学んだことを今後どのよう
に生かしたいですか。
天満●僕は教員をめざしているのですが、目標を
もってあきらめずに努力すれば、結果は変わって
くるということを身をもって体験できたので、子
どもたちには、夢や目標を持つことの大切さを伝
えていける教師になりたいと思います。

また一からコツコツと 
強いチームをつくれたら

　　監督、今後の硬式野球部の目標をお聞かせく
ださい。
森本●神宮で選手たちはいろんな経験をさせても
らいました。この経験を生かし、選手たちと共に、
また、一からコツコツと強いチームを作っていけ
たらと思っています。

福井工大との試合に勝った瞬間、喜びを分かち合う濱岡君たち

全国大会出場の証である額縁を手に記念撮影6月11日、無事に本学に帰学した硬式野球部員たち
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選手たちが一戦ごとに 
ものすごく成長してくれました

　　全国大会出場を振り返って感想をお願いしま
す。
森本●三重県リーグ、東海大会（代表決定戦）と選手
たちが一戦ごとにものすごく成長してくれました
ね。全国大会では落ち着いて堂々とプレーしてく
れて、非常に頼もしく思いました。３５年ぶりに神
宮球場に連れて来てくれた選手たちには、本当に
感謝しています。
天満●入部したときは神宮に行けるとは思っても
いませんでした。信じられないというか、まさか
という気持ち。あきらめず、チーム全員でここま
で頑張ってきて本当に良かったです。

あきらめず、 
チーム全員で頑張ってきて 

本当に良かった

　　三重県リーグでは、コールド負けした試合も
ありました。
天満●鈴鹿大に １対 ８でコールド負けした後は、
全員が意気消沈しました。しかし、他力ながら僅
かな望みがあったので、四日市大との最終戦まで
全力で戦おうと部員には伝えました。
森本●天満が優れているところは、最後までベス

神宮球場へ心ひとつに

森本　進（もりもと すすむ）
平成２０年に本学・硬式野球部監督
に就任。度会町在住の５７歳。宇治
山田商業高校時代は俊足の遊撃
手として名を馳せた。阪急に２位指
名されたが駒澤大学へ進学。社会
人野球の国鉄名古屋（現JR東海）で
プレーした後、平成 ２年に伊勢に帰
郷。伊勢市の建築会社に勤務。

トを尽くそうと、最終戦の四日市大との試合の前
にある鈴鹿大対四日市大との試合を一人で見に
（偵察）行ったんですよ。鈴鹿大が勝てば優勝が決
まる試合だったんですが、四日市大が勝って……
といろいろな条件が重なり、最終的に皇學館大が
勝率で上回り、東海大会へ進むことになったんで
す。そういった主将の熱意が選手たちに伝わり、
最終戦の総力戦へとつながっていったんだと思い
ます。

　　活躍した投手の濱岡健士君は監督の「大学生
の体を作れ」という言葉が転機になったと話して
いました。� ➡学園報５３号参照

森本●濱岡が伸びると思ったのは、彼が １年生の
秋だったか、ある試合で「濱岡行け」と指名した
ら、「本当に僕でいいんですか」と言ったんです。
「投げたくないのか」と聞くと「いや、行きたいで
す」「投げさせて下さい」「試合で投げられること
が、本当に嬉しいんです」と。結果、彼はメッタ
打ちをされるんですが、その試合がポイントだっ
たのではないでしょうか。高校時代、公式戦無登
板という悔しさもあったんでしょう。彼の研究心、
向上心、なにより自分がマウンドを最後まで守る
んだという覚悟が、成長を後押ししたんだと思い
ます。もともとコントロールは良かったのですが、
大きく成長してくれて私としても非常に嬉しく思
います。

監督の喜びとは、 
選手たちの可能性に寄り添えること

　　素養を見出し、潜在能力を引き出す秘訣は？
森本●選手たちが高い意識を持っているから、良
い結果につながるんであって、秘訣なんてないで
すよ。今年の ４年生も人数も１０人ほどと少なく、
正直目立たない学年でしたが、「素直で謙虚でまじ
め」という伸びる要素を持ち、コツコツと努力し
た結果だと思います。天満にしても、本当に周り
の状況に目を配れる選手で、私がいなくても適切
な指示を瞬時に出せる、部に欠かせない存在だと
思ったからこそ、主将に抜擢しました。実際、大
きく成長し、素晴らしい活躍をしてくれました。
選手たちの潜在能力は、本当に計りしれない。監
督の喜びは、こうした選手たちの可能性に寄り添
えることだと思います。

お前を神宮に行った 
最初の主将にする

　　監督の言葉を聞いて、天満君はいかがですか。
天満●とても嬉しいです。じつは、監督に「お前
を神宮に行った最初の主将にする」と言われたこ
とがあって、胸に響きました。期待に応えたいと
思ったし、一人で悩みを抱かえて辛かった時期も、
この言葉がすごく励みになりました。

特別インタビュー

森本進監督　天満敦紀主将
就任 ８ 年目にして硬式野球部を悲願の全国大会出場へと導いた森本進監督。
監督と二人三脚でチームをまとめ上げた天満敦紀主将。
二人の目を通して、三重県リーグで下位をさまよっていたチームが
大学野球の聖地・明治神宮球場に立つまでの軌跡をたどります。

全国大会の開会式で挨拶に立つ天満君初戦の福井工業大学戦には、卒業生などおよそ1５０名が全国から応援に駆け
付けた

大
会
特
別
賞
を
受
賞
し
た
濱
岡
君
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皇高 N E W S

皇中 N E W S

全
員
が
校
友
会
の
一
員

　

熱
い
声
援
響
い
た
ク
ラ
ス
マッ
チ

　

の
べ
三
百
名
以
上
の
保
護
者
が
参
加

保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

女
子
は
総
合
二
位
。四
部
が
全
国
大
会
へ

第
六
十
五
回
三
重
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

団
結
力
を
学
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

計
五
名
が
教
育
実
習
＆
進
路
講
話

　

一
年
生
が
と
も
や
ま
で
宿
泊
研
修

　

つ
な
ぐ
意
識
の
大
切
さ三

年
Ｂ
組　

音
羽
拓
実

志
摩
の
自
然
の
美
し
さ
を
実
感

一
年
Ｂ
組　

箕
田
萌
乃

先
生
に
褒
め
ら
れ
た一

年
Ａ
組　

藤
田
龍
登

　
五
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
行
わ
れ
た
今
年
度
の
三

重
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
。

県
内
の
高
校
の
べ
一
三
一
〇
校
か

ら
約
一
万
六
千
名
の
生
徒
が
参
加

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
同
大
会
に

お
い
て
、本
校
女
子（
全
日
制
女
子

の
部
）が
五
十
八・五
点
を
マ
ー
ク

し
、
昨
年
と
同
じ
く
総
合
二
位
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
卓
球
部
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
剣
道
部
、
弓
道

部
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
（
下
表

参
照
）。日
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ
る
と
期

待
し
た
い
。

全
国
高
校
総
体
出
場
者

卓
球
部

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
菅
沼
春
菜

女
子
ダ
ブ
ル
ス

管
沼
春
菜
・
山
口
來
美

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

女
子
ダ
ブ
ル
ス

谷
水
亜
里
紗
・
齋
藤　

柚

剣
道
部

男
子
団
体

井
上
夢
斗　

神
田
昌
峰　

西
村
一
真　

栗
原
大
祐　

和
田
吉
勝　

早
川
雄
斗　

和
田
優
人

女
子
個
人

川
村
ゆ
り

弓
道
部

男
子
個
人

池
田
雅
基

　
五
月
十
六
日
の
午
後
、
本
年
度

の
三
年
生
保
護
者
対
象
進
路
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
。
ご
多
忙
中
に

も
関
わ
ら
ず
、
百
名
以
上
の
保
護

者
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
第
一
部
で
は
進
路
指
導
部
か
ら

入
試
の
実
際
等
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
第
二
部
で
は

進
研
ア
ド
の
河
野
政
文
氏
が
「
子

ど
も
の
進
路
に
つ
い
て
、
保
護
者

が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
。
保
護
者
は
受

験
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
有
益
な
情
報

を
幅
広
く
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
興
味
深
く
拝
聴
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
最
後
に
学
年
の
現

況
報
告
並
び
に
進
路
に
向
け
て
の

話
が
あ
り
、
説
明
会
終
了
後
も
担

任
に
相
談
す
る
保
護
者
の
方
が
お

見
え
に
な
る
な
ど
充
実
し
た
説
明

会
と
な
っ
た
。

　
ま
た
六
月
六
日
の
午
後
か
ら
、

一
・
二
年
生
保
護
者
対
象
進
路
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、
二
百
名
以
上

の
保
護
者
の
皆
様
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
第
一
部
で
は
進
路
指
導
部
か
ら

昨
年
度
の
進
路
状
況
の
報
告
、
一

年
生
の
文
理
選
択
や
二
年
生
の
大

学
・
受
験
科
目
決
定
に
つ
い
て
の

説
明
等
を
行
っ
た
。
第
二
部
で
は

遠
足
や
部
活
動
な
ど
の
様
子
が
紹

介
さ
れ
、
大
変
濃
い
中
身
で
あ
っ

た
。
三
年
生
の
時
と
同
様
、
説
明

会
終
了
後
も
担
任
に
相
談
す
る
保

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
二
種
目
に
分
か
れ
た

　
毎
年
、
校
友
会
総
会
に
は
会
員

で
あ
る
全
校
生
徒
及
び
先
生
方
が

参
加
し
、
会
費
を
ど
う
使
い
分
配

す
る
か
を
決
定
す
る
。
審
議
さ
れ

る
内
容
は
一
見
難
し
く
、
私
た
ち

が
判
断
す
る
の
は
ま
だ
早
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ

費
が
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
、
学

校
行
事
に
ど
う
運
用
さ
れ
、
ど
れ

　
今
期
は
計
五
名
の
実
習
生
が
本

校
で
教
育
実
習
に
臨
ん
だ
。
は
じ

め
は
生
徒
た
ち
や
教
職
員
と
の
距

離
感
が
な
か
な
か
つ
か
め
ず
に
躊

躇
す
る
様
子
が
し
ば
し
ば
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
指
導
教
諭
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
次
第

に
生
徒
た
ち
の
輪
の
中
へ
と
積
極

的
に
入
っ
て
い
き
、
授
業
も
事
前

に
準
備
し
た
段
取
り
に
基
づ
い
た

　
一
年
生
七
十
名
が
六
月
二
十
五
日
か

ら
二
十
六
日
に
か
け
て
、
一
泊
二
日
の

日
程
で「
と
も
や
ま
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
」

へ
宿
泊
研
修
に
行
っ
た
。
以
下
に
生
徒

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　
一
日
目
、
外
国
語
活
動
で
双
六

な
ど
を
し
て
英
会
話
を
楽
し
み
ま

し
た
。
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
は
ゴ
ー

ド
ン
先
生
と
ペ
ア
に
な
り
ま
し

た
。声
を
掛
け
合
い
、息
を
合
わ
せ

て
漕
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夕

食
の
カ
レ
ー
も
班
で
協
力
し
て
お

　
私
は
こ
の
二
日
間
を
通
し
て
、

志
摩
半
島
に
浮
か
び
あ
が
る
山
や

島
の
自
然
が
と
て
も
き
れ
い
だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
友
達
と
二
人
で
声
を
掛
け
合
っ

て
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
漕
い
で
渡

っ
た
海
は
、
風
も
気
持
ち
よ
か
っ

た
で
す
。
大
自
然
の
中
、
班
で
作

っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
、
全
員
で

　
七
月
二
日
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
実
施
さ
れ
、
第
二
体
育
館
で
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。
全
員
が
カ
ラ
フ
ル
な
ク
ラ
ス

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身
に
付
け
、一
致
団
結
し
て
熱
い
戦
い
を
展
開
し
た
。

　
自
分
に
と
っ
て
最
後
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
。
昨
年
以
上
に
楽
し

み
、
ク
ラ
ス
が
総
合
優
勝
で
き
る

護
者
の
方
が
見
ら
れ
た
。

　
私
ど
も
は
、
生
徒
の
希
望
に
寄

り
添
っ
て
、
そ
の
希
望
が
か
な
う

よ
う
応
援
し
続
け
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

�

進
路
指
導
部
部
長
　
久
保
雅
人

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
七
月
十
四
日
・

十
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
た
。
両
日
と
も
各
地
で

最
高
気
温
が
三
十
五
度
を

超
え
る
非
常
に
暑
い
日
と

な
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は

暑
さ
に
負
け
な
い
熱
い
声

援
を
送
り
、
ク
ラ
ス
ご
と

に
同
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身

に
ま
と
っ
て
全
力
で
闘
っ

く
ら
い
の

費
用
が
か

か
っ
て
い

る
か
を
知

る
こ
と
は
、

こ
の
学
校

で
生
活
を

送
る
一
員

で
あ
る
以
上
、
必
要
だ
。
今
年
は

全
校
生
徒
が
校
友
会
の
一
員
と
い

う
自
覚
を
持
っ
て
総
会
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
、
総
会
の
前
に
各
支

出
、
収
入
に
つ
い
て
の
説
明
を
一

枚
の
用
紙
に
ま
と
め
、
教
室
掲
示

を
お
願
い
し
た
。

　
今
後
、
生
徒
の
皆
さ
ん
全
員
が

校
友
会
総
会
の
重
要
性
を
理
解

し
、
学
校
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
質
問

や
意
見
が
活
発
に
飛
び
交
う
総
会

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

 

前
総
務
副
委
員
長
　
中
川
初
保

た
。
新
総
務
副
委
員
長
の
村
木
彩

里
さ
ん
は
「
実
際
に
自
分
自
身
が

準
備
や
運
営
に
関
わ
っ
て
み
て
、

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う
し
た
行

事
は
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
初
め
て
成
功
す
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
た
。
な
お
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
二
年
二
組
が
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
三
年
四
組
が
優
勝
し
た
。

よ
う
に
全
力
で
挑
み
ま
し
た
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
そ
の
気

持
ち
で
臨
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
結

果
、
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
総
合

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
の
試
合
も
大
接
戦
で
何
度
も
苦

し
み
、
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、

み
ん
な
で
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
と
い

う
意
識
が
強
か
っ
た
た
め
、
優
勝

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
団
結
力
が

い
か
に
大
切
か
を
学
ん
だ
、
忘
れ

ら
れ
な
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
体
育
大
会
や
百
人
一
首
大
会
な

ど
今
後
の
行
事
も
今
回
の
大
会
の

よ
う
に
つ
な
ぐ
心
を
忘
れ
ず
、
全

員
で
協
力
し
、「
熱
き
思
い
を
積
み

重
ね
、
勝
利
を
掴
め
」
と
い
う
三

Ｂ
の
ク
ラ
ス
目
標
を
達
成
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

盛
り
上
が

っ
た
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
は

楽
し
い
思

い
出
に
な

り
ま
し
た
。

　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
一
つ
屋

根
の
下
で
眠
っ
た
一
夜
は
、
友
達

と
の
距
離
が
グ
ー
ン
と
縮
ま
っ
た

気
が
し
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
で
は
、
女
子
み
ん
な

が
協
力
し
た
大
縄
や
、
ク
ラ
ス
一

脚
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
最
高
に
楽
し
く
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
二
日
間
で
し
た
。

展
開
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
を
会

場
に
し
た
「
進
路
講
話
」
で
は
、

全
校
生
徒
を
前
に
そ
れ
ぞ
れ
が
中

高
生
の
間
に
体
験
し
た
こ
と
、
後

輩
に
向
け
て
参
考
と
し
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
が
熱
く
語
ら
れ
た
。
中

西
洸
介
先
生（
国
語
）は
「
努
力
す

る
た
め
に
は
夢
が
必
要
」と
話
し
、

中
山
幸
美

先
生
（
国

語
）は「
中

三
の
時
に

先
生
に
悩

み
を
相
談
し
、
解
決
へ
と
導
い
て

も
ら
っ
た
経
験
が
教
師
を
め
ざ
し

た
き
っ
か
け
」
と
語
っ
た
。
山
際

弓
絵
先
生（
養
護
）は
高
校
時
代
、

部
活
と
勉
強
の
両
立
に
努
め
た
こ

と
や
、
そ
の
科
目
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
あ
る
学
校
の
先
生
方
に
積

極
的
に
質
問
し
た
方
が
い
い
こ

と
、
ク
ラ
ス
や
部
活
の
仲
間
た
ち

と
団
結
し
て
有
意
義
な
学
校
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
。

　
三
週
間
・
四
週
間
の
限
ら
れ
た

期
間
な
が
ら
、
各
自
が
生
き
た
教

育
実
践
の
場
で
得
が
た
い
経
験
を

積
み
重
ね
、
今
後
、
教
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
く
た
め
の
資
質
を
高

め
る
機
会
と
な
っ
た
。

い
し
く
で
き
ま
し
た
。
後
片
付
け

の
時
、
食
器
や
台
所
洗
い
な
ど
を

一
生
懸
命
に
し
て
い
た
ら
、先
生

が
「
龍
登
は
き
れ
い
好
き
や
ね
。

大
活
躍
や
わ
〜
。
あ
り
が
と
う
」

と
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
気

持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　
二
日
目
の
校
長
先
生
の
講
話
は

教
育
勅
語
や
令
旨
だ
け
で
な
く
、

『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
歴
史
的
な
お
話
も
あ

っ
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。

賞状と楯を手に記念撮影

6月 1日に行われた校友会総会

熱戦が繰り広げられた

どのクラスも全力投球!

昨今の入試事情を
丁寧に説明

外国語活動の様子

皇 學 館 学 園 報平成２7年8月２0日� 第57号　（� ）6



 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 
















































































































































  

















































































































































 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
首
都

で
、
今
春
よ
り
妻
と
第
三

の
人
生
を
歩
ん
で
い
ま

す
。
今
年
齢
六
十
四
を
迎

え
ま
す
が
、
教
育
者
と
し

て
の
締
め
括
り
を
す
る
た
め
に
ダ
ブ
リ

ン
に
来
て
い
ま
す
。

　
補
習
校
は
幼
稚
園
を
併
設
し
、
主
に

日
本
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
家
庭
の
幼

小
中
の
子
女
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
は
英
語
圏
で
あ
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
は
平
日
現
地
校
に
通
い
、

土
曜
日
に
本
校
で
国
語
や
算
数
・
数
学

を
学
び
ま
す
。
始
業
前
に
子
ど
も
た
ち

と
朝
の
会
を
行
い
ま
す
が
、
日
本
国
旗

を
掲
げ
て
校
歌
を
歌
い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
日
本
を
身
近
に
感
じ
る
時
間
で
も

あ
り
ま
す
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
隣
に

あ
る
ケ
ル
ト
民
族
の
国
で
す
。
現
在
は

英
語
が
主
要
言
語
で
す
が
、
公
務
員
に

　学校法人皇學館の平成２６年度決算は、平成２７年 ５ 月２５日開催の理事会で承認さ
れましたので、ここにその内容を公表します。
　なお、公式ホームページ（http://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要のIR情報の
事業報告平成２６年度にて、教育研究機関・事務組織・入学生数・在籍者数・卒業
生数・進路（就職）状況及び法人の事業実績、財務の概要説明等を公開しております
ので、併せてご覧ください。
　平成２６年度収支決算書は、以下のとおりです。

　
◦記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
◦貸借対照表の注記は省略しています。

平成26年度 収支決算報告

1資金収支計算書
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロ
ー計算書に近いもので、当該会計年度の教育研究
活動及びその活動に付随する全ての資金の動き
と内容を明らかにすることを目的としています。

資金収支計算書（法人全体）
平成２6年 ４ 月 １ 日から平成２7年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

●収入の部
学生生徒等納付金収入 ３,6８８,7３９ ３,7１３,１０7 △２４,３6８

手数料収入 77,０８３ ８８,１４５ △１１,０6２

寄付金収入 １０８,３6８ １２１,９２５ △１３,５５7

補助金収入 7３7,２０３ 76８,３6５ △３１,１6２

資産運用収入 ４１,7２7 ５7,９２５ △１6,１９８

事業収入 ２５,7５０ １４,９８6 １０,76３

雑収入 １９6,３6２ ２１９,９２８ △２３,５66

前受金収入 6２８,５6３ 76９,０7５ △１４０,５１２

その他の収入 ４８８,５１6 ５０２,０２7 △１３,５１０

資金収入調整勘定 △８０８,５２８ △８８6,３０９ 77,7８１

当年度資金収入合計① ５,１８３,７８３ ５,３6９,１７6 △１８５,３９2

前年度繰越支払資金 １,6８８,6８４ １,6８８,6８４

収入の部合計 6,８７2,４6７ ７,０５７,８6０ △１８５,３９2

●支出の部
人件費支出 ２,８２８,８7８ ２,7９１,８９５ ３6,９８２

教育研究経費支出 ９１7,7１９ ９１２,８１２ ４,９０6

管理経費支出 ４３7,９77 ４５３,０８２ △１５,１０５

借入金等利息支出 ４,３３２ ４,３３１ １

借入金等返済支出 ４３,7５０ ４３,7５０ ０

施設関係支出 １０９,５０２ １００,１３８ ９,３6３

設備関係支出 ２４２,８77 ２３１,76８ １１,１０８

資産運用支出 ４３５,８９５ ４３6,５５０ △6５５

その他の支出 １２7,９77 １２7,８３９ １３８

［予備費］ （０）
２０,０００ ２０,０００

資金支出調整勘定 △１５２,０１８ △１２５,９３８ △２6,０7９

当年度資金支出合計② ５,０１6,８８９ ４,９７6,2３０ ４０,6５９

次年度繰越支払資金 １,８５５,５7８ ２,０８１,6３０ △２２6,０５１

支出の部合計 6,８７2,４6７ ７,０５７,８6０ △１８５,３９2

当年度資金収支差額
①−② １66,８９４ ３９2,９４6 △226,０５１

2消費収支計算書
　この計算書は、企業会計における損益計算書に
あたるもので、帰属収入（負債とならない収入）から
基本金組入額（施設や設備などの取得にあてる額）を
控除した消費収入と消費支出を比較して均衡状
況を明らかにすることを目的としています。

消費収支計算書（法人全体）
平成２6年 ４ 月 １ 日から平成２7年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

●消費収入の部
学生生徒等納付金 ３,6８８,7３９ ３,7１３,１０7 △２４,３6８

手数料 77,０８３ ８８,１４５ △１１,０6２

寄付金 １１５,８6８ １３7,８１２ △２１,９４４

補助金 7３7,２０３ 76８,３6５ △３１,１6２

資産運用収入 ４１,7２7 ５7,76８ △１6,０４１

資産売却差額 １５7 １５6 １

事業収入 ２５,7５０ ８,２２５ １7,５２４

雑収入 ２０１,１９7 ２２４,８４２ △２３,6４５

帰属収入合計① ４,８８７,７2４ ４,９９８,４22 △１１０,6９８

基本金組入額合計 △２３6,５０6 △２３6,９7２ ４66

消費収入の部合計② ４,6５１,2１８ ４,７6１,４４９ △１１０,2３１

●消費支出の部
人件費 ２,８５３,１１０ ２,８6１,１２８ △８,０１８

教育研究経費 １,３８９,４6１ １,４５１,５５２ △6２,０９１

管理経費 ４6３,４４6 ４８１,１6２ △１7,7１6

借入金等利息 ４,３３２ ４,３３１ １

資産処分差額 7,２９４ 7,９８２ △6８８

［予備費］ （０）
２０,０００ ２０,０００

消費支出の部合計③ ４,７３７,6４３ ４,８０6,１５７ △6８,５１４

●収支差額の部
当年度帰属収支差額
①−③ １５０,０８１ １９2,26５

当年度消費支出超過額 ８6,４2５ ４４,７０８
前年度繰越消費支出
超過額 ３,９０１,6１6 ３,９０１,6１6

翌年度繰越消費支出
超過額 ３,９８８,０４１ ３,９４6,３2４

3貸借対照表
　この計算書は、決算日における資産及び負債、基
本金、消費収支差額の内容及び在り高を明示し、学
校法人の財政状態を明らかにすることを目的として
います。

貸借対照表
平成２7年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減

●資産の部
固定資産 １５,４66,５４2 １５,４2９,８４４ ３6,6９８

　有形固定資産 １３,０３９,2１０ １３,266,2１７ △22７,００７

土地 ５５１,３４９ ５５１,３４９ ０

建物 ９,１０３,５6３ ９,３４９,０４7 △２４５,４８４

構築物 6３7,５３９ 676,３９１ △３８,８５１
教育研究用
機器備品 7８５,３０９ 7８５,９８２ △67２

その他の機器備品 76,５7２ ５０,９４１ ２５,6３１

図書 １,８76,１１５ １,８４２,１５４ ３３,９6０

車輛 ８,76０ １０,３５１ △１,５９１

　その他の固定資産 2,４2７,３３2 2,１6３,626 26３,７０6

電話加入権 ３,９５９ ３,９５９ ０

有価証券 ９,５９6 ９,５９6 ０

敷金 ５,6２０ ５,6２０ ０

差入保証金 ４,９6０ ４,９6０ ０

預託金 １０,０００ １０,０００ ０

長期貸付金 ３,４３7 ３,９８6 △５４８
退職金引当
特定資産 １,２３３,３6５ １,２３３,３6５ ０

施設維持引当
特定資産 6２８,67４ ４３８,67４ １９０,０００

学生寮施設維持
引当特定預金 １１１,6８０ １４５,４２５ △３３,7４４

学園財政調整
引当特定預金 ３００,０００ ２００,０００ １００,０００

第 ３ 号基本金
引当資産 １１6,０４０ １０８,０４０ ８,０００

流動資産 ３,2３８,１７９ 2,９９４,6３９ 2４３,５３９

現金預金 ２,０８１,6３０ １,6８８,6８４ ３９２,９４５

補助活動支払資金 ２９２,４３１ ２９４,４6３ △２,０３１
研修旅行費等
預り資産 １２３,３００ １２３,４１８ △１１7

未収入金 １7４,6４９ ３２５,１９３ △１５０,５４４
奨学金引当
特定資産 ２１,３76 １１,４３８ ９,９３7

販売用品 ２,０５０ ８,８１２ △6,76１

短期貸付金 １,6３８ ２,２８８ △6５０
篠田学術振興基
金引当特定資産 67,３３6 66,１２０ １,２１５

津田学術振興基
金引当特定資産 ３２３,7０８ ３２３,66３ ４４

教学振興基金
引当特定資産 １５０,０００ １５０,０００ ０

立替金 ５6 ０ ５6

前払金 ０ ５５6 △５５6

資産の部合計 １８,７０４,７22 １８,４2４,４８３ 2８０,2３８

●負債の部
固定負債 １,４62,０７０ １,４３４,７９6 2７,2７４

長期借入金 １３１,２５０ １7５,０００ △４３,7５０

退職給与引当金 １,２０１,０９6 １,１３6,776 6４,３１９

長期未払金 １２９,7２４ １２３,０１９ 6,7０４

流動負債 １,１５９,6９８ １,０９８,９９８ 6０,6９９

短期借入金 ４３,7５０ ４３,7５０ ０

未払金 １１８,677 １２５,３０９ △6,6３１

前受金 76９,０7５ 7１１,66０ ５7,４１５

預り金 ２２８,１９４ ２１８,２7９ ９,９１５

負債の部合計 2,62１,７6９ 2,５３３,７９５ ８７,９７３

●基本金の部
第 １号基本金 １９,５１９,２３7 １９,２９０,２6５ ２２８,９7２

第 ３ 号基本金 １１6,０４０ １０８,０４０ ８,０００

第 ４ 号基本金 ３９４,０００ ３９４,０００ ０

基本金の部合計 2０,０2９,2７７ １９,７９2,３０５ 2３6,９７2

●消費収支差額の部
翌年度繰越消費支出
超過額 ３,９４6,３２４ ３,９０１,6１6 △４４,7０８

消費収支差額の部合計 △３,９４6,３2４ △３,９０１,6１6 △４４,７０８

負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計 １８,７０４,７22 １８,４2４,４８３ 2８０,2３８

な
る
に
は
ケ
ル
ト
語
が
必
修
で

す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
た
ち

の
気
質
は
日
本
人
に
似
通
っ
て

お
り
、
礼
儀
正
し
く
と
て
も
親

切
で
、
よ
く
挨
拶
を
し
ま
す
。

そ
れ
は
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮

ら
し
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
本
校
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
名

門
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
で
学
ん

で
い
る
日
本
人
学
生
に
も
授
業

を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
の
大
学
は
入
る
の
も
難
し

く
、
ま
た
卒
業
ま
で
行
き
着
く
に
は
さ

ら
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
彼
女
た
ち
は
非
常
に
よ
く
勉

強
し
、ア
ク
テ
ィ
ブ
に
生
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
規
模
の

公
園
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク
で
開
か

れ
た
日
本
大
使
館
主
催
の
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
に
行
き
、
明
治
神
宮

か
ら
語
学
研
修
に
来
て
い
る
若
い
神
官

に
偶
然
出
会
い
ま
し
た
。
外
国
人
の
来

日
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
神
社
も
英
語

の
習
得
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
の
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
自
然
や
人
々
と
の
触
れ
合
い
を
通
し

て
、
人
生
の
よ
い
締
め
括
り
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
生
の
説
明
に
聞
き
入
る
生

徒
も
い
た
。

　
高
校
一
年
七
組
の
上
田
直

輝
君
は
「
皆
と
一
緒
に
参
拝

す
る
の
は
初
め
て
。
と
て
も

厳
粛
な
雰
囲
気
で
、
一
年
生

全
員
が
同
時
に
拍
手
し
た
瞬

間
は
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
一

年
八
組
の
岩
城
玲
那
さ
ん
は

「
宇
治
橋
が
日
常
か
ら
神
聖

な
世
界
へ
の
架
け
橋
で
あ
る

こ
と
や
、
船
大
工
の
技
術
が

生
か
さ
れ
釘
を
一
切
使
わ
ず

に
建
て
ら
れ
て
い
る
と
知
り

驚
き
ま
し
た
」
と
感
じ
入
っ

た
よ
う
に
話
し
た
。

　
中
学
校
一
年
Ａ
組
の
尾
㟢

開
君
は
「
五
十
鈴
川
の
水
で

手
を
清
め
、
真
っ
白
い
ハ
ン

　
六
月
二
十
一
日
、
寮
生
に

よ
る
寮
生
の
た
め
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
・
第
五
十
四
回
寮
祭

が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
二
年
生
も
一
年
生
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
寮
祭

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
企
画
。

当
日
は
、
各
グ
ル
ー
プ
毎
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
ム
ー
ビ
ー

の
上
映
や
二
年
生
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
振
付
を
考
え
た
ダ
ン

ス
、
日
頃
の
感
謝
の
思
い
を

伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
プ
セ

ル
等
の
催
し
で
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
咲
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
グ
ル
ー
プ
で
協

力
し
、
支
え
合
い
な
が
ら
準

備
を
進
め
て
き
た
結
果
、
寮

祭
は
大
成
功
!

寮
祭
を
通

じ
て
新
し
い
友
達
が
で
き
た

り
、
結
束
が
ま
す
ま
す
強
ま

っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
楽
し
さ
を
実
感
し
た
一

年
生
は
、
来
年
は
運
営
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
、
新
入
生
を
も

て
な
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
寮
祭
で
得
た
も
の
は

一
生
の
宝
物
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
様
々
な
場
で
寮
生

た
ち
が
「
煌
」
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
六
月
十
七
日
の
月
次
祭
に

あ
わ
せ
、中
学
校・高
校
の
全

生
徒
・
教
職
員
が
神
宮
を
参

拝
し
た
。
一
年
生
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
神
宮
参
拝
で
あ

っ
た
が
、
神
聖
な
雰
囲
気
の

中
、
正
殿
で
無
事
に
参
拝
を

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
高
校
一
年
生
は
三

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
荒
祭

宮
、
風
日
祈
宮
、
宇
治
橋
を

見
学
。
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

カ
チ
で
拭
い
た
ら
と
て
も
気

持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
神
様

に
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
初
々
し
く
語

り
、
一
年
Ｂ
組
の
川
添
紗
朱

さ
ん
は
「
四
月
の
参
拝
が
雨

で
中
止
に
な
り
、
今
日
が
初

め
て
の
神
宮
参
拝
。
す
ご
く

緊
張
し
ま
し
た
が
、
四
月
の

分
も
含
め
、
し
っ
か
り
と
神

様
に
日
々
の
感
謝
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
満

足
そ
う
に
話
し
た
。

月
次
祭
に
あ
わ
せ
神
宮
参
拝
寮
祭
の
経
験
生
か
し
、
い
て

寮
祭 

行
事
担
当　

藤ふ
じ

代し
ろ

葵あ

お

い紀

（
神
道
学
科
二
年
）

煌

卒 業 生 奮 闘 中 ！

トリニティカレッジにて

大西 正展さん　ダブリン日本子女補習校 校長
文学部国文学科 第 ８期（昭和４８年 ３ 月）卒
【連絡先】E-mail  0914monishi@gmail.com

今年のテーマ「煌」が浮かび
上がる感動のフィナーレ

宇治橋を進む中学校生徒

参拝後、清 し々い表情の高校生徒
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プロに野球指導のコツ学ぶ

編
集
後
記

　「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
効
果
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
一
九
六
四
年
に
米
国

の
教
育
心
理
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
ロ

ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
が
提
唱
し
た
「
人

間
は
期
待
さ
れ
た
通
り
の
成
果

を
出
す
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う
主

張
で
す
。
長
年
、
県
リ
ー
グ
下
位

を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
硬
式
野
球

部
が
全
国
大
会
初
出
場
・
初
戦
突

破
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
同
部
を
率
い
て
き
た
森
本

進
監
督
の
「
選
手
た
ち
の
可
能
性

に
寄
り
添
え
る
こ
と
が
、
監
督
の

喜
び
」
と
の
言
葉
は
、
伸
び
る
力

を
信
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。�

【
企
画
部
】

プロに野球指導のコツ学ぶ
ベースボール型授業の指導法講習会開催

　「
海
の
日
」
の
七
月
二
十
日
、
日
本
野
球
機
構
・
教
育
学
会
に
よ
り

教
員
を
め
ざ
す
学
生
を
対
象
に
し
た
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
授
業
」
の

指
導
法
講
習
会
が
行
わ
れ
、
元
塚
敏
彦
准
教
授
の
ゼ
ミ
生
を
中
心
に

約
五
十
名
が
参
加
。
元
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
平
岡
政
樹
講
師
か
ら

指
導
法
の
秘
訣
を
学
ん
だ
。

　
気
象
庁
よ
り
東
海
の
梅
雨

明
け
が
発
表
さ
れ
た
七
月
二

十
日
、
本
学
で
「
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
型
」
授
業
の
指
導
法
講

習
会
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
は
、

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
全
面

実
施
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領

に
お
い
て
、「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

型
」
球
技
が
小
学
校
中
・
高

学
年
の
体
育
授
業
で
必
修
化

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
教
員

を
め
ざ
す
学
生
に
適
切
な
指

導
法
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
実

施
さ
れ
た
も
の
。
講
習
会
に

は
元
塚
敏
彦
教
育
学
科
准
教

授
の
ゼ
ミ
生
を
中
心
に
約
五

十
名
が
参
加
。
元
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
投
手
で
現
在
は
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

（
幼
児
か
ら
小
学
六
年
生
ま

で
を
対
象
に
し
た
野
球
教

室
）
の
指
導
員
を
務
め
る
平

岡
政
樹
氏
に
講
師
と
し
て
来

て
い
た
だ
い
た
。

　
前
半
は
、
平
岡
講
師
が
普

段
子
ど
も
に
教
え
る
手
順
で

学
生
を
相
手
に
実
技
指
導
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
続

い
て
「
捕
る
」「
投
げ
る
」

「
打
つ
」と
い
っ
た
基
本
技
能

の
練
習
や
試
合
形
式
の
ゲ
ー

ム
を
行
っ
た
。
平
岡
講
師
は

安
全
管
理
に
お
け
る
留
意
点

の
ほ
か
、「
球
を
捕
る
時
に

『
パ
ク
ッ
』な
ど
の
擬
態
語
を

使
う
と
体
の
動
き
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
」「
球
を
速
く

投
げ
よ
う
と
す
る
子
も
い
る

の
で
、『
相
手
が
捕
り
や
す
い

球
を
投
げ
る
こ
と
が
大
事
だ

よ
』
と
思
い
や
り
の
観
点
か

ら
教
え
て
ね
」
等
、
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
効
果
的
な
指

導
法
を
伝
授
。
学
生
た
ち
は

わ
か
り
や
す
い
解
説
に
時
折

大
き
く
頷
き
な
が
ら
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。

　
後
半
は
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
七
二
二
教
室
に
移
動
。

平
岡
講
師
の
指
導
用
教
材
や

ビ
デ
オ
を
用
い
た
講
義
を
受

け
、
要
点
を
書
き
と
め
た
り

前
半
で
習
っ
た
指
導
法
を
再

確
認
し
て
い
た
。

　
高
校
の
体
育
教
師
を
め
ざ

し
て
い
る
と
い
う
教
育
学
科

二
年
の
髙
木
瑳
く
ら
さ
ん
は

「
ル
ー
ル
を
簡
素
化
し
た
り

遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

学
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
た
。
作
戦
を

立
て
た
り
す
る
こ
と
で
判
断

力
や
思
考
力
が
身
に
付
く
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
養
え

る
と
わ
か
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
た
。
小
学
校
教
員
が
目

標
と
い
う
同
学
科
三
年
の
曽

全
三
チ
ー
ム
に
活
動
費
支
給

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」公
開
プ
レ
ゼ
ン

　
六
月
二
十
五
日
、
四
三
一

教
室
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
地
域
連
携
や
学

内
活
性
化
の
た
め
に
学
生
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
活
動
を

大
学
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
も

の
。
活
動
の
目
的
や
効
果
を

検
討
し
た
う
え
で
、
優
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
大
学
か

ら
活
動
資
金
（
一
件
最
高
二

十
万
円
）が
支
給
さ
れ
る
。今

年
度
は
三
チ
ー
ム
か
ら
応
募

が
あ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の

結
果
、
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
資
金
交
付
が
決
ま
っ
た
。

　
「
名
古
屋
市
科
学
館・生
命

ラ
ボ
の
実
演
」
チ
ー
ム
の
企

画
は
、
本
学
で
開
発
し
た
理

科
の
実
験
教
材
を
名
古
屋
市

科
学
館
で
来
場
者
に
使
用
し

て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。
ア

ワ
ヨ
ト
ウ
血
球
の
食
作
用
の

観
察
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
メ
ン
バ
ー
の
交
通
費
等

を
申
請
し
た
。
続
い
て
、「
皇

學
館
大
学
・
大
学
生
テ
レ
ビ

局
」
チ
ー
ム
。
彼
ら
は
昨
年

度
か
ら
活
動
し
て
お
り
、
作

成
し
た
映
像
は
、
Ｚ
Ｔ
Ｖ
伊

勢
放
送
局
で
放
送
さ
れ
、
ユ

ー
・
チ
ュ
ー
ブ
に
も
ア
ッ
プ

　
日
本
の
伝
統
文
化
や
郷
土

文
化
に
関
す
る
体
験
を
通
し

て
日
本
人
の
感
性
や
心
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
、「
夏
休
み

親
子
教
室
」
が
今
年
も
七
月

二
十
六
日
、
八
月
七
日
の
両

日
、
神
道
博
物
館
講
義
室
で

開
催
さ
れ
、
伊
勢
市
と
そ
の

周
辺
地
域
の
幼

児
・
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
計
約
百

六
十
名
が
参
加
し

た
。
こ
れ
は
、
神

宮
徴
古
館
・
農
業

館
と
佐
川
記
念
神

道
博
物
館
の
共
催

で
平
成
七
年
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
。

　
今
年
は
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠

島
・
真
珠
博
物
館
の
ご
協
力

の
も
と
、「
真
珠
貝
」
を
用
い

て
は
り
絵
ア
ー
ト
を
制
作
。

参
加
者
た
ち
は
松
月
清
郎
真

珠
博
物
館
館
長
か
ら
「
貝
の

お
話
」
を
聞
い
た
後
、
好
き

な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
は
り
絵

に
挑
戦
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は

り
絵
ア
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　
弟
、
妹
、
母
親
と
の
四
人

で
参
加
し
た
伊
勢
市
一
志
町

の
小
学
四
年
・
掛
橋
宏
太
朗

君
は
、「
思
っ
た
よ
り
き
れ
い

に
仕
上
が
っ
た
。
大
き
な
葉

っ
ぱ
を
作
る
の
が
難
し
か
っ

た
」と
、す
べ
て
一
人
で
仕
上

げ
、満
足
気
に
話
し
て
い
た
。

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
東

京
の
靖
國
神
社
な
ど
遠
方
取

材
を
行
う
た
め
の
交
通
費
を

申
請
。
最
後
は
「
宇
治
山
田

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
伊
勢
茶
を
大
垣

や
宇
治
で
開
催
さ
れ
る
「
全

国
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
」

で
販
売
し
伊
勢
茶
と
三
重
を

Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
、
交
通
費

等
を
申
請
し
た
。

　
三
チ
ー
ム
と
も
力
の
こ
も

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
し
た
が
、
審
査
員
か

ら
は
「
本
学
に
と
っ
て
具
体

的
な
効
果
は
？
」「
企
画
に
対

我
真
也
君
は
「
安
全
管
理
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。

擬
音
語
や
擬
態
語
を
使
っ
た

わ
か
り
や
す
い
説
明
の
仕
方

な
ど
、
参
考
に
な
る
話
ば
か

り
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

緊急地震速報を利用し
避難
訓練

　
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
が
始
ま
る

数
秒
〜
十
数
秒
前
に
地
震
の
発
生
を

伝
え
る
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
利
用

し
て
の
訓
練
が
、
七
月
二
十
三
日
の

Ⅳ
講
時
終
了
後
、
行
わ
れ
た
。
地
震

に
伴
い
火
災
が
起
き
た
想
定
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
、
学
生
や
教
職

員
は
一
斉
に
避
難
場
所
で
あ
る
九
号

館
前
の
芝
生
広
場
へ
避
難
。
こ
の
速

報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
地
震
到

達
前
に
机
の
下
へ
の
避
難
や
出
口
確

保
な
ど
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
伊
勢
市
消
防
署
職
員

の
方
に
本
学
教
職
員
に
よ
る
避
難
場

所
へ
の
誘
導
、
消
防
署
へ
の
電
話
通

報
、
学
生
等
の
避
難
全
般
に
つ
い
て

確
認
及
び
講
評
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
水
消
火
器
を
使
用
し
た
訓
練
に

学
生
十
名
が
挑
戦
し
た
。

　
二
号
館
か
ら
避
難
し
た
と
い
う
学

生
は「『
避
難
し
て
く
だ
さ
い
』と
言

わ
れ
て
も
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
良

い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
普
段

か
ら
避
難
経
路
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
た
」、ま
た
水
消

火
器
訓
練
に
参
加
し
た
学
生
は
「
消

火
器
を
使
っ
た
こ
と
が
無
く
、
使
い

方
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
使
い
方

が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
た
。

し
、
そ
の
予
算
が
適
正
な
の

か
？
」
な
ど
厳
し
い
質
問
が

飛
ん
だ
。
参
加
学
生
は
資
金

を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
た
と
思
う
が
、そ
の
分
、

資
金
を
有
意
義
に
使
い
、
素

晴
ら
し
い
結
果
を
出
し
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

真
珠
貝
で
は
り
絵
ア
ー
ト

神
宮
徴
古
館
・
農
業
館

佐
川
記
念

神
道
博
物
館
共
催

夏
休
み
親
子
教
室

「打つ」技能の習得に効果的な「ぶんくる体操」。腕を横に振り腰を回転する動きを学ぶ

勉強になったと話す曽我君（左）と髙木さん

　細
か
い
作
業
に
真
剣

な
面
持
ち
の
参
加
者

た
ち

水消火器で実際の使い方を学ぶ

平
成
2７
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画

名
古
屋
市
科
学
館 

生
命
ラ
ボ
の
実
演�

�

〜
理
科
教
材
を
使
っ
た
地
域
貢
献
〜

【
採
用
】交
付
金
額
七
万
円�

代
表
＝
大
杉
紗
代（
教
育
四
年
）

　皇
學
館
大
学
大
学
生
テ
レ
ビ
局�

�
〜
映
像
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
〜

【
採
用
】交
付
金
額
十
八
万
三
千
円�
代
表
＝
花
井
祐
士（
現
日
三
年
）

　宇
治
山
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
採
用
】交
付
金
額
二
十
万
円�

代
表
＝
田
畑
美
里（
現
日
二
年
）

イベント情報（9～10月）
9
月

	 ５	  土 	月例文化講座	 ４31教室

旅人の文学　熊野街道を行く　	髙倉一紀（文学部教授）
	 ５	  土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 日本書紀を読む 
　仲哀天皇紀・神功皇后紀　　大島信生（文学部教授）
	１２	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』（上巻）を読む 
「天石戸ごもり・天石戸開き」白山芳太郎（文学部教授）
	１２	 土 	みえアカデミックセミナー２０１５移動講座	 熊野市文化交流センター多目的ルーム
熊野権現と伊勢神宮　多田實道（文学部准教授）
	１9	 土 	研究開発推進センター史料編纂所古文書講座	 佐川記念神道博物館講義室
近世文書を読む　谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）
	２６	 土 	研究開発推進センター史料編纂所公開講座	 佐川記念神道博物館講義室
古代史書の世界	 荊木美行（研究開発推進センター教授）	
	 遠藤慶太（研究開発推進センター准教授）ほか
	２６	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「能勢妙見山における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

１0
月

	 ３	  土 	皇學館大学ふるさと講座	 名張市役所 大会議室

「名張の自然環境」　外山秀一（文学部教授）
	 ３	  土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 古文書を読もう 
　関ヶ原 ２ヶ月前の家康書状　　岡野友彦（文学部教授）
	 9	  金 	三重県生涯学習センター×皇學館大学	三重テラス
うまし国伊勢志摩神話と日本文化
橋本雅之（現代日本社会学部教授）
	１0	 土 	月例文化講座	 ４31教室

文学を旅するには？　岡野裕行（文学部准教授）
	１0	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』を読む（上巻）「五穀の起源〜八俣大蛇
退治」　白山芳太郎（文学部教授）
	１７	 土 	研究開発推進センター史料編纂所古文書講座	 佐川記念神道博物館講義室
近世文書を読む　谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）
	１７	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 『伊
い
吉
きの
連
むらじ
博
はか
徳
とこの
書
ふみ
』 

　初期遣唐使の記録　　加茂正典（文学部教授）
	２４	 土 	佐川記念神道博物館教養講座	 佐川記念神道博物館講義室

学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅱ 
「産業振興と博物館」　松月清郎（真珠博物館館長）
	２４	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「貴船神社における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）
	２５	 日 	　	 ４31教室

第１６回高校生英語スピーチコンテスト
	３１	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 『荘子』を読む　松下信道（文学部准教授）

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（70120−106−718）へお願い致します。

◉佐川記念神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着
順】。お問い合わせは☎0５９6−22−6４71へお願い致します。
◉研究開発推進センター史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申
込みが必要になります【先着順】。お問い合わせは☎0５９6−22−6４62へお願
い致します。
◉みえアカデミックセミナー2０１５移動講座・三重県生涯学習センター×皇
學館大学（三重テラス）は、事前の申込みが必要になります【先着順】。お問い
合わせは、三重県生涯学習センター（☎0５９−233−11５1）へお願い致します。

◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎0５９6−22−863５）
へお願い致します。
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